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雪と氷の世界を体験しよう～雪結晶から地球環境まで～

国立大学法人

北見工業大学

雪氷学、地球環境、地球科学

会期：2012年1月5日（木）14：00 ～ 1月7日（土）13：00 2泊3日

北見工業大学は、世界自然遺産に登録された知床をはじめ、阿寒、大雪山の3つ
の国立公園に囲まれた、恵まれた自然環境の中にあり、寒冷地をキーワードに新エ
ネルギーに関する研究が盛んです。また、地域性を活かして、オホーツク圏の自然
環境や極地の気候変化、ひいては地球環境保全のための教育を行っています。
今回のキャンプでは、北海道の冬を体験し、雪
や氷のことを知るとともに、南極の氷から地球環
境変動までを考えます。シャボン玉も凍る冬の大
自然の中、合宿しながらあなたも地球環境のこと
を考えてみませんか？

国立大学法人 北見工業大学 工学部
北海道北見市公園町165番地
（「女満別空港」より女満別空港線バス約40分。また
は、JR「北見駅」より市内バス約10分。）

URL：http://www.kitami-it.ac.jp/
宿泊場所：屈斜路研修所（予定）

20名

屈斜路湖畔の研修所で2泊3日の合宿形式で、実験、雪
山歩き、講義を行います。

（1）氷結晶の構造、雪結晶の種類と成長条件を学びま
す。

（2）寒冷地に特有な氷晶によるさまざまな大気光学現
象の原理を学びます。

（3）赤外放射カメラにより、雪の中の温度、地熱斜面
の温度（ポンポン山、硫黄山）、湖の温度（屈斜
路湖、摩周湖）を観測します。

（4）スノーシューを履いて雪山（屈斜路湖畔のポンポ
ン山）を歩き、雪の中にある不思議な緑の空間を
訪れます。

（5）屋外で作成した氷薄片の偏光観察、雪の結晶レプ
リカを作成し、積雪断面観測を行います。

（6）南極での越冬体験記や北極海の海氷変動から極地
観測の今と、極地の氷からわかる地球環境変動を
学びます。

（7）シャボン玉を凍らせる実験、冬の星空観察を行い
ます。（天候に依存します）。

１月５日（木）
14:00～14:30 集合受付
14:30～15:40 開講式／学内施設見学
15:40～17:30 屈斜路研修所へ移動（バス）
17:30～18:30 夕食（自己紹介）
18:30～21:00 基礎講座「雪と氷の世界」、「寒冷地

の光学現象」、「ポンポン山の不思議」

１月６日（金）
7:00～ 8:30 朝食、準備
8:30～10:30 摩周湖、硫黄山（バス）にて赤外カ

メラ観測
10:30～15:00 仁伏温泉ポンポン山探索

（徒歩/スノー シュー着用）
（地熱斜面赤外カメラ観測、山中で昼食）

15:00～17:30 雪の観察（雪結晶レプリカ作成、積
雪断面観測）
氷の観察（氷薄片偏光観察）

17:30～18:30 基礎講座「南極越冬体験記」、「北極
海の海氷変動」

19:00～21:00 講師等との交流会

１月７日（土）
7:00～ 8:30 朝食、準備
8:30～ 9:00 基礎講義「南極の氷からわかる地球

環境変動」
9:00～10:45 各グループ・レポートまとめ
10:45～11:45 ディスカッション（発表会）
11:45～12:00 閉講式
12:00～13:00 昼食
13:00 解散（女満別空港、北見駅までバス

送迎）
～14:00 「女満別空港」着
～15:00 ｢北見駅｣着

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

北見工業大学・雪氷研究室ウェブサイト
URL：http://snow.civil.kitami-it.ac.jp/
（社）日本雪氷学会北海道支部
URL：http://www.seppyo.org/̃hokkaido/

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）

スノーシュー 寒中のジャンボしゃぼん玉
作成実験
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試験管の中で生命をつくる ～遺伝情報とタンパク質～
愛媛大学　無細胞生命科学工学研究センター

「初めての体験～自分の力～」
（神奈川県・高校1年生）

私は将来、遺伝子操作、いわゆるバイオテクノロジーを用いて、農業を
することが困難な土地でも生育できるような作物を作り普及させたいと思
っています。将来のために、今何をしよう？と考えた際に思いついたのが、
今回のサイエンスキャンプで今現在の最先端のバイオテクノロジーで何が
できるかを、実際に体験して学び、そして将来に生かすための知識にしよ
うということでした。
キャンプに参加してみると、講義も実験も情報量が膨大で最初は全くつ
いていけず、実験もただこなすだけの状態でした。しかし、実験内容をま
とめて発表する際の原稿作りなどの時に、大学生の方や先生方から多くの
アドバイスをいただいたり、班の皆で自分の考えを出し合うことで、初め
て実験の趣旨、さらにそれがどんな分野でも応用できるかなど、様々なこ
とを理解することができました。発表は無事に終わり、良い思い出にもな
ったと思います。他の班の発表もわかりやすくて良かったです。
施設の見学では、愛媛大学が誇る最先端の技術を持つ機器をいくつも見
学することができました。先生もおっしゃっていましたが、今まさに人の
手よりも機械の手が主力の時代なのだと思いました。
今回のキャンプで特に印象に残ったのが、本当に自分で試験管内にタン
パク質を合成できたときです。無生物状態の試験管内に生命の源であるタ
ンパク質が合成されることは、生命の存在、つまり私達人間はすべて化学
反応によって成り立っている
ということであり、とても重
い事実を持ち合わせていると
感じました。
また、実験と講義を通して
遺伝子操作の仕組みを学ぶこ
とができました。今後のバイ
オテクノロジーの業界では、
機械を利用して何をするかが
大切だとも聞きました。今回
学んだことを、今後に生かし
ていきたいです。
（今回はサイエンスキャンプDXとして3泊4日で実施されます。）

宇宙開発の最前線から学ぼう～コズミックカレッジ～
宇宙航空研究開発機構　筑波宇宙センター

「出会いと夢の具体像」
（福岡県・高校2年生）

私は、このキャンプに参加させていただいて心から本当に良かったと思って
います。何がそう私に思わせるかというと、同じ夢を持つ仲間との出会いと、
現在自らの夢をかなえて働いているJAXAの方々との出会いです。学校も出身
も違い、同じなのは、目指しているものが宇宙というだけなのにキャンプ初日
からものすごく話がはずんで仲良くなりました。最終日に行われたプレゼンに
向けて準備をしていたときに目指すものは宇宙でも、それぞれさまざまな宇宙
への携わり方を考えていて、自分が思ってもいなかった色々な考え方に出会う
ことができました。また自分が目指している宇宙関係の仕事と近い仕事に就き
たいという人もいて、これからどういう勉強をすればいいのか、どういう分野
に進めばいいのかや、現在の宇宙開発はこうだ、ああだ、とたくさんの意見交
換をして互いに考え方や宇宙へのあこがれを深める良い場になりました。
JAXAの方々には現在の宇宙開発はもちろん未来の宇宙開発のことも教えてい
ただきました。また、自分が考えている宇宙への思いを聞いていただいて、こ
れからの進路の相談にのっていただいたり、どういうことを今やればいいかと
いうアドバイスをいただいたり
して、本当に自分のためになり
ました。私はこのキャンプを通
して自分がどういう形で宇宙開
発に携わればいいかということ
を発見するのを1つの目的とし
ていました。今まではただ漠然
と宇宙飛行士になるというのが
私の夢だったのですが、なって
何をするかということが見つけ

られませんでした。しかしこのキャンプで、プレゼンの準備をしたり、仲間や
JAXAの方々との交流を通して、少々ではありますが私が目指す宇宙飛行士像
が分かってきたような気がします。これからも、このキャンプで出会った仲間
とは意見交換などをして交流を続けていきたいです。
このキャンプで運営に携わってくれた皆さん、本当にありがとうござい

ました。

体験しよう！風力発電の技術
鳥取大学　産学・地域連携推進機構

「サイエンスキャンプの感想」
（岡山県・高校2年生）

私は、ウインターサイエン
スキャンプに参加することが
出来て本当に良かったと思い
ました。始めは、私のような
風力発電についてとても知識
の浅いものが参加して良かっ
たのだろうかと不安になりま
したが、先生方がとても優し
く分かりやすいようにしっか
り説明してくださったので本
当に感謝しています。私は、
風力発電所の実物を初めて見ました。予想以上に大きく近くにいると翼の
回転する音が聞こえてゆっくり回転しているという意識を持っていたので
すが、結構速いスピードで回転を行っているということが分かりました。
とても大きい風力発電機は、頑丈そうで壊れないように見えますが、台風
などで空気抵抗を強く受け、翼が飛んだり、真ん中の筒からガクンと折れ
てしまうということも分かりました。雷が落ちやすいということは知って
いたのですが、やはり空気抵抗を受けにくい形にするには、とても高い技
術が必要ということを改めて実感しました。私は、風力発電機の中へ入っ
てモーターの部分まで登れる空洞があり、その空洞部分に空気抵抗が強く
かかると折れてしまうと聞いたのでその空洞部分をなくしモーター部分へ
行く方法を考えました。洞の内部ではなくて外側に梯子を、バランスをと
るために三方向にとりつけ登るときはとても注意が必要ですが、そういう
のはどうかなどを考えました。また、翼は、雷が落ちても少しは頑丈にな
るように外側にゴムをするなどを考えました。でも、それには重量が重い
などやはり短所があります。もっと詳しく風力発電についてしっかり学び、
それを実現できるようにしたいと思います。また、私の作った小型風力発
電機は、翼がとても空気抵抗を受けてしまい回転数が低かったのでもう少
しよく考えて作り直そうと考えています。最後にたくさんの先生方、TAの
方いろんな高校の人たちに出会えて本当に良かったです。この体験は私に
とって一生の思い出になりました。また参加したいです。

先端機器で拓く身の回りの科学
福岡教育大学　理科教育講座

「サイエンスキャンプで学んだこと」
（岐阜県・高校1年生）

私がサイエンスキャンプに応募した理由は、科学についてもっと学びた
いと思ったからです。実際に参加してみると、専門的な器具を用いた実験
が多く、高校ではできない貴重な体験をすることができました。
特に私の中で一番印象に残っている講義は「星の色と距離」で、なかで

も、星が発している光の波長を調べることで、その星にある物質がわかる
という内容です。私の学校では地学は習わないので、初めて星などの分野
について学ぶことができ、知
識を広げることができました。
その他にもたくさんの講義、
実験をすることができ、今ま
で知らなかったことを知るこ
とができました。しかし私が
このサイエンスキャンプで学
んだのは、科学の知識だけで
はありません。キャンプのは
じめに「知識の活用」につい
て先生が仰っていました。自

これまでの「サイエンスキャンプ」に参加した方々の感想です。参加者の感想
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分の中にある知識を用いて、起こった現象を説明することがその一つの例
です。はじめは当たり前だと思いましたが、よく考えてみると、自分には
その能力が欠けていることに気づきました。何でもすぐ人に聞いてしまい、
あまり考える行為をしていなかったのかもしれません。しかしこの能力は、
結果がわかるような高校の授業の実験ではなく、私が将来なりたいと思っ
ている研究者の人たちが行う「結果の判らない実験」をする場合、なくて
はならないものだと思います。このような研究に対する考え方も学ぶこと
ができました。
科学は、知識があることもとても大切だけど、活用することでその知識
が意味を持ち、自分の生活や研究に生かしていけるのだと気づくことがで
きました。サイエンスキャンプでの体験は、私の、科学だけではなく学ぶ
こと全体への意欲を高めてくれるものになりました。参加できて本当に良
かったです。

携帯電話から金をとりだしてみよう
東北大学 大学院工学研究科　創造工学センター

「目標に向かって」
（山形県・高校2年生）

私がサイエンスキャンプに応募したのは、今回の体験が進路決定にとっ
て何よりも最大のポイントになると思ったからです。しかし参加者の方々
と協力してうまくやっていけるか、講義や実験の内容を理解できるのかが
心配でした。今になって考えるとそんな心配は全く必要ありませんでした。
1日目の施設見学では摩擦に関係のある研究についての説明を受けまし
た。自分の気づかない場所にも摩擦が使われていたことが驚きでした。
2日目は待ちに待った実験を行いました。事前の講義で実験の背景を聞い
たとき、今まで以上にレアメタルやリサイクルについて興味を持ったので、
実験は本当に楽しく、経過に伴う少しの変化にも興奮しました。最後に金
を取り出せたときはとても感動しました。金鉱石からごく僅かしか金が取
り出せないのに、たった3gの携帯電話スクラップから金鉱山より多くの金
が取り出せると考えると、いかにこのリサイクル法がすばらしいのかが良
くわかりました。
3日目は実験結果の整理や考察でした。このサイエンスキャンプの中で最
も難しく、悩みました。二つの課題を出されたのですが、いくら考えても
答えが出ずグループの皆と頭をかかえました…。納得のいく結果にはなり
ませんでしたが、自分の経験や知識を使い、良いものができたと思います。
3日間を通して、レアメタルやリサイクル法のことについて深く知ること
ができたし、この分野に興味を
持ちました。サイエンスキャン
プの志望動機にあったように進
路決定のポイントにもなりまし
た。また今回出会った参加者の
皆とは、初めて会ったとは思え
ないほど仲良くなることができ
ました。同じ分野に関心のある
皆と、いつかまた会えるように、
これまで以上に目標に向かって
勉強を頑張りたいと思います。

最先端の生命研究と多様な遺伝資源への招待
農業生物資源研究所

「サイエンスキャンプを終えて」
（青森県・高校2年生）

今回このサイエンスキャンプに参加させていただき、私は非常に多くの
ことを学ぶことができました。
最初に見学させていただいたジーンバンクでは、世界各地の農作物や家
畜などといった農業生物遺伝資源を保存していて、将来新たな種を生み出
すために活用するということが
わかりました。今は使われない
ような種でもそれらは将来の可
能性を秘めているので、その種
を失わないために保存しておく
のはとても大切なことだと思い
ます。
次に、1日目、2日目とシル
クを加工し、全く新しい物に変
化させる方法を学びましたが、

このことには非常に驚かされました。私は今まで蚕といえば絹糸で、加工
をするといってもせいぜいその絹糸で何かを作る、ということしか頭にあ
りませんでした。しかし、今回行った方法では、絹糸を溶かして液体状に
させ、スポンジやフィルムといった絹糸から出来たとは考えられない物を
作りました。さらに、ここで作ったシルクスポンジは全てタンパク質で出
来ているため、人体への影響が少ないということで医療用途への利用が考
えられている、ということに衝撃を受けました。このシルクスポンジを患
部に入れることで、スポンジ状の部分に細胞が入り込み、再生することの
ない軟骨が再生するというのです。このような医療に関わる技術は、安全
面の問題もあり今すぐに、というわけにはいきませんが、1年でも早い実用
化が望まれます。
今回のサイエンスキャンプで、遺伝資源保存の大切さや、ゲノムやバイ

オテクノロジーの最先端の研究を学ぶことができました。多様な遺伝資源
は人類の財産であり、後世まで残していかなければならないものだと思い
ます。カイコを使った遺伝子組み換え技術や、絹糸にしか活用できないと
思っていたシルクの活用法の広がりには本当に感動しました。今後もこの
体験を忘れず、大学へ進学し、生物についての研究をしたいと思います。
（今回はプログラム、実習内容が異なります。）

知ろう・創ろう太陽エネルギー
足利工業大学　総合研究センター

「太陽はすごい！」
（神奈川県・高校2年生）

私は今回サイエンスキャン
プに参加して、とても充実した
3日間を過ごすことができまし
た。
私が参加したプログラムは

太陽エネルギーについてで、ソ
ーラークッカーと色素増感太陽
電池を作りました。ソーラーク
ッカーは、燃料がいらず煙やす
すが出ないので薪を使って火を
おこさずに調理できることか
ら、今世界で注目されていると知り、とても関心を持ちました。実際にソ
ーラークッカーを作ってみて、太陽の光を一点に集中させることで温度が
100℃近くまで上がったことに驚き、太陽のエネルギーはすごいと感心し
ました。このようにソーラークッカーは誰でも作ることができ、しかも環
境にとても優しいのでいろいろな国で普及してほしいと思いました。また、
日本でも災害が起こって火が使えなくなったときに利用できるので、今回
ソーラークッカーの作り方を学ぶことができて良かったです。色素増感太
陽電池作りは、意外と簡単にできて驚きました。太陽電池もとても簡単に
できて環境に優しいので、もっといろいろな物に利用されるといいと思い
ました。
今回のキャンプでは、仲間と積極的に話し合うことの大切さを学ぶこと

ができました。積極的に自分の意見を言い、他の人の意見も聞いて、一つ
の作品を作りあげていくことに喜びを感じました。また、先生やアドバイ
ザーの方々が私たちの為に一生懸命指導してくださったことに感謝の気持
ちでいっぱいになりました。このように人と人との関わりもとても大切な
ことだと思いました。
私はキャンプに参加して、ほんとうにたくさんのことを学びました。3日

間という短い期間の中で盛り沢山のことを経験できて良かったです。来年
は高3ですが、ぜひまた参加したいです。
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現代数学と現代物理学の新たな遭遇
東京大学数物連携宇宙研究機構

「私にとってのスプリング・サイエンスキャンプ2010」
（沖縄県・高校2年生）

今回のサイエンスキャンプは私に多くの刺激を与えてくれました。
講義では高校範囲外の物理や幾何を、数式を通して学び、深い理解がで
きたことは自信につながり、範囲外の物理や幾何の専門書も読んでみよう
と思うようになりました。
ティータイムでは数学者と数学について話し、理解しながら話をするこ
とができ、嬉しく思いました。また、外国人の研究者との英会話に挑戦し、
ある程度ですが話が通じたときも嬉しかったです。これらの出来事も自信
につながり「もっと勉強すれば、もっと多くの研究者と深い話ができるか
もしれない」と思いました。
このように多くの刺激を受けましたが、いちばん刺激的だったのは、他
の参加者との出会いです。まず、数学・物理学を自分と同じぐらい好きな
人がいることに驚き、何の遠慮もなく数学・物理学の話ができたことを嬉
しく思いました。「数式にもえ～」とか「宇宙の果てに何かがあって欲しい
と思う」とか、霊魂や瞬間移動、未来予知を科学的に説明しようという姿
勢には、共感できるところが多くありましたし、また、それら1つ1つが個
性的であったからです。これまで本からしか刺激を受けることが出来なか
った私にとって、自分と似ているよう
で全く違う彼らと話が出来たのは、視
野を広げる大きな契機となりました。
私は、好奇心を満たすような真理を
発見する過程に「経験」と「数学的操
作」があると考えています。講義によ
って、高校範囲外の数学・物理学に対
しても数式を使って理解を深めるよう
になったり、仲間との議論のなかで視
野を広げることができた今回のサイエ
ンスキャンプは、先のような考え方か
ら見ても、非常に有意義に感じられま
した。
このような素晴らしいサイエンスキャンプを企画・運営して下さった
方々に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

雪と氷の世界を体験しよう ～雪結晶から地球環境まで～
北見工業大学

「サイエンスキャンプに参加して」
（愛媛県・高校2年生）

僕は今回はじめてサイエンスキャンプに参加し、プログラムタイトルに
もあるように雪と氷について学びました。愛媛県は雪が積もったりするよ
うな環境ではないので、北海道に来たときからもうサイエンスキャンプが
始まっているような感じでした。北見工業大学の施設見学では、研究の概
念、取り組みを学び、大学というもののスケールの大きさを感じました。
摩周湖、硫黄山、ポンポン山、屈斜路湖砂場などを訪れ、サーモカメラを
使った温度測定や自然に触れたりしたことは、高校生活ではなかなか体験
できないことだと思うので、サイエンスキャンプに参加できた自分は恵ま
れていると感じました。体験的なことだけでなく、数回の講義、交流会で
のクイズなど知識を身につけることもできました。特に「南極越冬体験記」
のお話が印象に残っています。行ったことも見たこともない南極の話しで、
自分も将来研究者的立場で行ってみたいと考えさせられました。グループ
を構成して発表を行う機会も得られました。テーマから仮説を立て、検証
し、考察して発表するという、科学の世界において非常に重要なことを体
験して、あらためて、課題を発見し追求する能力を問われる分野だと感じ
ました。一連の過程の中で、班のメンバーと協調して取り組むことの大切
さも知りました。もちろん班の人だけでなく他の人ともコミュニケーショ
ンをはかるようにしました。
始まる前には多少の不安はありまし

たが、その日が来るとあっという間だ
った感じが大きいです。2泊3日のキャ
ンプで濃い内容のことを勉強できまし
た。今回の体験を通して得たことが
多々あり、参加して良かったと感じま
す。ここで学んだことを何か自分の糧
にできれば良いと思います。
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サイエンスキャンプ参加までの流れと必要な手続き（予定）
サイエンスキャンプに参加が決まった方は、以下の流れで手続きを行います。なお、サイエンスキャンプDXの会

場については手続きが異なります（参加証とともにお送りする「参加のしおり」より抜粋）。

参加確認
FAXの返送

提出日：参加証
の到着から 3日
以内

① 内容物（参加証、参加のしおり 2冊、参加確認 FAX用紙、提出書類別紙 1～ 3、参加の宣言シート）の
有無を確認し、不備があればすみやかに事務局へ連絡ください。
② 「参加確認FAX用紙」に必要事項を記入し、3日以内に送信してください。FAXが利用できない場合は、
Eメールまたは電話で、必要項目を事務局に回答してください。
参加できる場合
「□ 参加できる」にチェックし、履修科目アンケートに回答してください。
参加できなくなった場合
「□ 参加できない」にチェックし、辞退理由を必ず記入してください。
なお、FAX提出後に参加できなくなった場合は、速やかに事務局までご連絡ください。

交通経路の
確認
切符の購入

参加に必要な往復のチケット（鉄道、飛行機など）を速やかに手配しましょう。
集合や解散の場所と時間を、この「参加のしおり」で確認してください。
集合時間に余裕をもって到着でき、またプログラムが多少延びても交通機関に乗り遅れることがないよう、
十分な余裕を持って帰宅でき旅行計画を立ててください。

提出書類の
郵送
提出日：12 月 7
日（水）（予定）
までに投函

別紙 1：保護者 ･本人　参加同意書、別紙 2：健康調査問診票、別紙 3：交通経路アンケートに必要事項を
ご記入のうえ、同封の返信用封筒で 12 月 7 日（水）（予定）までに投函してください。
投函が間に合わなかった場合は、12 月 7 日（水）（予定）に FAXもしくはメールでお知らせ頂いた後に、
原本を速やかに郵送ください（主催者の保険加入手続きには原本が必要となります）。

参加準備

①実習内容の予習をしましょう。
参加のしおり（本書類）の「5．入門書、プログラム関連Web サイト等の紹介」に紹介されている書籍や

WEBサイトなどを読んでおきましょう。
②持ち物、服装などを準備をしましょう。
　参加のしおり「6．用意するもの、服装」をよく読んで、必要なものを準備し、忘れずに持参してください。
会場により準備するものや服装等が異なりますので、注意してください。
③健康管理に留意しましょう。
体調管理に十分注意し、流行性疾患に感染しないよう予防しましょう。発熱など体調に異変を感じたら必

ず通院して、医師の指示診断に従ってください。参加できなくなった場合は、すみやかに事務局に連絡して
ください。
④「参加の宣言」記入シート
　開催前日に「参加の心得」を読み、「参加の宣言」シートに記入して持参してください。

参　加 サイエンスキャンプに参加します！

体験感想文・
アンケートの
返送
投函日：キャン
プ終了後 1週間
以内

開催当日、「体験感想文原稿用紙」、「アンケート用紙」、「返信用封筒」をお渡しします。
①感想文：サイエンスキャンプの体験感想文（800 字以内）を書いてください。
タイトル、氏名、学校名、学年、会場名を記し、作成してください。体験したことや、達成したこと、感じたこと、
将来のために役立ったことなど、テーマは自由です。
②アンケート：サイエンスキャンプ終了後に、アンケートに記入してください。

返信用封筒に「体験感想文」と「アンケート」を同封し、キャンプ終了後 1週間以内に投函してください。
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募集に関する個人情報のお取り扱いについて

公益財団法人 日本科学技術振興財団　個人情報管理責任者　吉田　浄

「サイエンスキャンプ」本部事務局は、独立行政法人 科学技術振興機構からの委託により（公財）日本科学技術振興財
団が実施運営しております。ご提供いただいた個人情報は当財団の定める「個人情報保護方針」に基づき、次のように取
り扱います。ご応募される方は、以下に記載された内容について同意された上、ご応募下さいますようお願いいたします。

１．個人情報の管理者について
ご提供いただいた個人情報は以下の者が適正に管理いたします。
公益財団法人 日本科学技術振興財団　　　個人情報管理責任者　吉田　　浄

個人情報取扱部門責任者　棚橋　正臣
２．個人情報の収集目的について

サイエンスキャンプ事業においては、応募に際してご記入いただいた応募者本人の個人情報および参加決定後必要に
応じてご提供いただいた参加者ご本人やご家族の個人情報、あるいはWEBサイトで情報提供を希望された方の個人
情報などが当財団に登録されており、この個人情報については、当財団がサイエンスキャンプの円滑な運営を遂行す
るために使用するとともに、この事業に関連する各種のご案内や当財団が実施する科学技術・理解増進活動及び科学
技術の普及・啓発活動に関する情報のお知らせのために利用させていただきます。

３．個人情報の業務委託について
当財団は、サイエンスキャンプ事業の目的達成に必要な範囲内で業務委託を行います。
この場合の委託先は、個人情報に関し十分な保護水準を満たしている者を選定し、当財団が適切な監督の下、厳重な
管理を実施します。

４．個人情報の第三者への提供・預託について
ご提供いただいた個人情報に関しては、サイエンスキャンプの主催者である独立行政法人科学技術振興機構、サイエ
ンスキャンプを受け入れる機関や運営遂行上必要な関係先及び生徒を引率する教員などに対して、運営に必要な情報
として提供いたします。なお、サイエンスキャンプ事業に係わりのない第三者に提供することはありません。

５．個人情報のご提供の任意性について
個人情報のご提供は任意ではありますが、必要な情報がご提供いただけない場合は、上記利用目的の遂行に支障が生
じる可能性がありますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

６．個人情報に関するお問い合わせについて
ご提供いただいた個人情報に関して、開示、及び開示の結果、当該情報が誤っている場合に訂正または削除のお申し
出をいただいた場合には、速やかに対応させていただきますので、下記まで電話、FAX、E-mailなどでご連絡下さい。

７．「サイエンスキャンプDX」に参加される方へ
「サイエンスキャンプDX」に参加する場合、参加決定後は、各受入実施機関（会場）の管理責任及びその個人情報保
護方針に基づき、各会場と直接に個人情報を授受を行っていただくこととなりますので、予めご承知おきください。

連絡先：公益財団法人 日本科学技術振興財団　振興事業部内
サイエンスキャンプ本部事務局
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園2番1号
電話：03-3212-2454 FAX：03-3212-0014
E-mail：camp@jsf.or.jp



25

参加申込書の記入方法・応募先について

◆記入方法
1．個人情報の取り扱いについて
募集に関する個人情報の取り扱いについて確認、同意のうえ、「□同意します」に必ずチェックして下さい。
※チェックがない場合、申し込みを受け付けできません。

2．参加希望会場名およびコース
・参加希望会場は第1希望から第5希望まで記入できます。会場名には のみを記入して下さい。希望会場をでき
るだけ多く記入すると、参加の可能性が高くなります。
・以下の会場はコースが分かれています。応募時に希望コースのアルファベット（A，B…）に○印を必ず1つ付けてくだ
さい（印がないと無効となりますのでご注意ください）。

※参加にあたり航空機を利用する予定の場合、航空券の購入にあたっては、繁忙期の金額となりますのであらかじめご留意く
ださい。

3．氏名･性別･保護者氏名
応募者本人の氏名、性別、年齢を記入してください。
必ず、保護者の方の自署、押印をお願いします。

4．学校名
学校名は正式名称を記入してください。
例）国立○○大学附属○○高等学校、○○県立○○中等教育学校、学校法人○○学園○○高等学校　等
また学校が所在する都道府県を記入してください。

5．科学や技術の部活動、サークル活動、自由研究の実績
部活動などの課外活動や学校外で取り組んでいる活動等、自主的な活動の内容や実績を記入してください。ただし学校の
授業の一環として行った活動は記入しないでください。

6．自宅住所･連絡先
住所は都道府県名から記入して下さい。
また選考後、参加決定者に電話やFAXで連絡をとることがあります。電話番号やFAX番号は連絡をとりやすい番号を記入
してください（複数記入可）。
学校の寮等に入っている場合は、自宅と寮の両方の住所、電話番号を記入してください。

◆応募方法
「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、下記応募先に応募締切日（当日必着）にてお送りください。必ず、保護者が署
名・押印した原本を郵送して下さい（FAX不可）。
応募は１人１通とさせていただきます。応募書類を複数送られた場合は無効となりますのでご注意ください。

※サイエンスキャンプＤＸ、サイエンスキャンプの両方で希望会場がある場合でも、同じ参加申込書1通に記入してください。

例：第1希望 サイエンスキャンプＤＸ会場、第2希望 サイエンスキャンプ会場
第3希望 サイエンスキャンプ会場・・・・

※以下のサイエンスキャンプDX会場については、参加申込書に加え、追加資料の提出が必要です。詳しくは、各会場のプロ
グラム紹介ページを確認してください。

◆応募締切日 2011年11月8日（火）　当日必着

◆応募先
サイエンスキャンプ本部事務局
公益財団法人日本科学技術振興財団 振興事業部内　
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園２番１号
電話：03-3212-2454 ホームページ：http://ppd.jsf.or.jp/camp/

会場略称

サイエンスキャンプDX
・筑波大学（A，B）

・筑波大学
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参加希望会場名
サイエンスキャンプDX
以下の表に追加資料「要」となっている会場は、参加申込書に加え、追加資料の提出が必要です（会場プログラムページ参照）。
第２希望以下にサイエンスキャンプDXを選んだ場合やDXを2箇所以上選んだ場合でも、それぞれの会場に必要な追加資料を
提出してください。

サイエンスキャンプ

会場略称 コース プログラムタイトル 会場名 追加資料

筑波大 A, B
最先端の科学を知ろう！
～つくばまるごとサイエンス体験～

筑波大学 要

愛媛大
試験管の中で生命をつくる
～遺伝情報とタンパク質～

愛媛大学
無細胞生命科学工学研究センター

会場略称 コース プログラムタイトル 会場名

鳥取大 体験しよう！風力発電の技術
鳥取大学
産学・地域連携推進機構

福岡教育大 先端機器で拓く身の回りの科学
福岡教育大学
理科教育講座

ＪＡＸＡ筑波
宇宙開発の最前線から学ぼう
～ウインター・コズミックカレッジ～

宇宙航空研究開発機構
筑波宇宙センター

東北大 携帯電話から金をとりだしてみよう
東北大学大学院工学研究科
創造工学センター

農生研
お米改良の最前線
～ゲノム情報と遺伝子組換え～

農業生物資源研究所

足利工大 知ろう・創ろう太陽エネルギー
足利工業大学
総合研究センター

東京大 数学と物理学で挑む素粒子と宇宙の謎
東京大学
数物連携宇宙研究機構

北見工大
雪と氷の世界を体験しよう
～雪結晶から地球環境まで～

北見工業大学



学　校　名 都道
府県

国立
公立
私立

氏　　名

フリガナ

応募動機（サイエンスキャンプに参加を申し込んだ動機、参加にかける熱意等をお書きください。濃い黒字で、はっきり書いて下さい）

ウインター・サイエンスキャンプ参加申込書

参加希望
会場略称

希望コース

第２希望第１希望

（姓） （名）

性別

男 ・ 女

年齢

　 　  歳

第３希望

保護者
氏名

第４希望 第５希望

携帯電話

自宅電話番号

自宅住所

寮の住所・
寮名称

E-mail @

FAX番号

必
ず
保
護
者
の
承
認
と
ご
署
名（
自
署
）、押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

科学や技術の部活動・サークル活動、自由研究の実績がありましたら具体的にお書き下さい。

有   ・   無

これまでの
応募経験

キャンプ
参加経験

有   ・   無

都道
府県

都道
府県

自署

学年

応募締切日
11月8日（火）必着

A・B A・B A・B A・B A・B

電話

　 同意します
公益財団法人 日本科学技術振興財団 サイエンスキャンプ本部事務局　御中
募集要項の内容および個人情報の取り扱いについて同意のうえ、
ウインター・サイエンスキャンプに申し込みます。 （必ずチェックしてください）

本部事務局記入欄

※コピーした用紙でもかまいません。ただし黒ボールペン等で濃くはっきりと記入してください。

※現地集合・現地解散です（自宅と会場間の往復交通費は自己負担となります）。開催される場所をご確認のうえ、応募してください。





「スプリング・サイエンスキャンプ2012」開催予告

サイエンスキャンプDX（予定）
［大学］神奈川工科大学（創造工学部）
［公的研究機関］高エネルギー加速器研究機構
［その他］企業組合 五島列島ファンクラブ

サイエンスキャンプ（予定）
［大学］東京農業大学（生産産業学部）／慶應義塾大学（環境情報学部　先端生命科学研究所）／東京工科大学（メディア学部、応用
生物学部）／新潟大学（脳研究所）／大阪工業大学（ナノ材料マイクロデバイス研究センター）／九州大学（芸術工学部 音響設計学
科）／鹿屋体育大学
［公的研究機関］日本原子力研究開発機構（敦賀本部 国際原子力情報・研修センター）
情報・システム研究機構　国立情報学研究所
［民間企業］鹿島建設株式会社／日本電子株式会社／日本電信電話株式会社／東レ株式会社／オムロン株式会社（京阪奈イノベーショ
ンセンター）

全18会場（283名）

【応募期間等】
開催期間　　　　　　　　　　　　　　応募期間　　　　　　　　　　　　　応募締切日

2012年3月17日～3月29日　　　　　2011年12月下旬～2012年1月下旬　　　　　　　2012年1月下旬



応募先・問い合わせ先
サイエンスキャンプ本部事務局  
公益財団法人 日本科学技術振興財団 振興事業部内 
〒102－0091 東京都千代田区北の丸公園2番1号 
Tel：03-3212-2454
E-mail：camp@jsf.or.jp




